




要約：ALT の原因ウイルスであるHTLV-I の感染経路としては、夫婦間感染、母子間感染お

よび輸血による感染が知られている。母子感染においては、母乳を介する子供への感染が

一条、日野らによって証明されている。今回我々は、HTLV-I の経胎盤感染の可能性を検討

するために、HTLV-I 抗体陽性の妊婦８例を対象とし、出産時の臍帯血リンパ球および母体

末梢リンパ球培養を行い、ウイルス抗原の検出を行った。その結果、一例の臍帯血リンパ

球にウイルス抗原を検出するとともに、電顕的にウイルス粒子を観察した。 


